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一
般
社
団
法
人
日
本
宅
配
水
＆
サ
ー
バ
ー
協
会
（
本
部
・
東
京
都
千
代
田
区
、
中

田
み
ち
代
表
理
事
）
で
は
、
製
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
「
サ
ー
バ
ー
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会
」
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
同
協
会
正
会
員
、
賛
助
会
員
を
含

む
20
社
、
30
名
。
６
月
14
日
（
土
）
で
行
な
わ
れ
た
１
日
コ
ー
ス
の
講
習
会
で
あ
っ
た

が
、
参
加
者
は
座
学
、
実
技
学
習
と
を
つ
つ
が
な
く
こ
な
し
た
。

　

同
協
会
が
扱
う
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
は
、
主
に
レ
ン
タ
ル

契
約
を
し
た
顧
客
の
も
と
に

貸
し
出
さ
れ
て
い
く
も
の
だ

　

矢
野
経
済
研
究
所
が
公
開
し
た

デ
ー
タ
か
ら
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
の
市
場
規
模
を
チ
ョ
イ
ス
し
て

み
る
と
２
０
１
４
年
度
（
見
込
）
で

２
４
９
０
億
円
ほ
ど（
グ
ラ
フ
参
照
）。

２
０
１
１
年
度
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
に

推
移
し
て
い
る
。
こ
の
２
０
１
１
年

度
は
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
年
で

も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
水
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

震
災
な
ど
に
蓄
え
る
こ
と
が
で
き

る
備
蓄
水
と
し
て
特
に
宅
配
水
市
場

が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。
現
在
で

も
宅
配
水
市
場
は
二
桁
成
長
す
る
注

目
の
市
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

市
場
と
し
て
は
震
災
の
際
に
市
場
が

混
乱
し
た
と
い
う
。
震
災
の
影
響
で

中
国
や
韓
国
産
の
低
価
格
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
た

こ
と
で
市
場
が
不
安
定
な
状
態
に

な
っ
た
。
価
格
も
品
質
も
様
々
な
商

品
が
入
り
乱
れ
た
が
、
２
０
１
４
年

に
な
り
「
あ
る
程
度
は
落
ち
着
い
て

き
た
」
と
業
界
関
係
者
は
言
う
。
し

か
し
ま
だ
、
以
前
の
よ
う
な
安
定
感

は
な
い
と
の
こ
と
。
安
定
し
た
市
場

に
戻
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か

り
そ
う
と
さ
れ
る
。

が
、
あ
く
ま
で
も
機
械
で
あ
る

た
め
、
安
全
に
使
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
整

備
が
、
ま
た
そ
の
知
識
が
事
業

者
に
は
要
求
さ
れ
る
も
の
。
そ

こ
で
、
大
手
宅
配
水
企
業
で
構

成
さ
れ
て
い
る
同
協
会
で
は
、

協
会
員
啓
発
の
一
環
と
し
て

「
サ
ー
バ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講

習
会
」
を
執
り
行
な
っ
て
い
る
。

「
正
確
に
い
う
と
、
現
在
の
協
会

は
、
か
つ
て
活
動
し
て
い
た
２

つ
の
協
会
が
発
展
的
に
統
合
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
実
施
さ
れ
た

講
習
会
は
、
統
合
後
初
と
な
っ

た
実
施
回
で
し
た
の
で
、
参
加

者
数
の
予
測
が
つ
き
に
く
い
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
最
初
と
し
て

は
理
想
的
な
人
数
が
集
ま
り
安

心
し
て
い
ま
す
」（
芹
澤
卓
道
事

務
局
長
）

　

前
身
の
協
会
で
は
定
期
的
な

講
習
会
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、

参
加
者
も
第
一
線
の
現
場
で
活

躍
す
る
人
材
が
積
極
的
に
動
員

さ
れ
て
い
て
、
今
回
の
講
習
会

で
も
そ
の
慣
習
を
引
き
継
ぐ
よ

う
に
、
土
曜
休
日
を
返
上
で
参

加
者
た
ち
は
知
識
吸
収
に
励
ん

で
い
た
。

　

講
習
に
登
壇
し
た
担
当
者
の

吉
原
修
氏
は
様
々
な
現
場
で
経

験
を
積
み
重
ね
た
ベ
テ
ラ
ン
だ

が
、
参
加
者
の
多
く
も
幹
部
ク
ラ

ス
で
重
責
を
担
う
責
任
者
が
多

く
、
講
義
内
容
は
必
然
的
に
難
易

度
の
高
い
領
域
へ
。
改
め
て
定

期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
対
す

る
協
会
員
の
真
剣
な
思
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

実
技
講
習
で
は
、
用
意
さ
れ

た
複
数
台
の
サ
ー
バ
ー
が
、
参

加
者
の
手
に
よ
っ
て
、
た
ち
ま

ち
分
解
さ
れ
て
、
細
か
な
部
品

に
つ
い
て
の
談
義
が
熱
心
に
交

わ
さ
れ
た
。

「
細
か
な
ネ
ジ
ひ
と
つ
に
も
、
事

業
者
の
思
い
が
こ
も
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
道
な
時
間
が
、

ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
の
安
心
に

つ
な
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」（
吉
原
氏
・
２

面
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　

次
回
の
講
習
会
は
９
月
に
大

阪
で
実
施
さ
れ
る
。

身近な「食・リテラシー」を身につける
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「水」の安心を考える❷シリーズ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
思
い
を
込
め
て

■協会員たちが休日返上で取り組む講習会。

協
会
会
員
啓
発
の
一
環
に

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会
」を
開
催

日
本
宅
配
水
＆
サ
ー
バ
ー
協
会

単位：百万円
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日
本
に
お
い
て
ど
こ
で
も
安
心
し
て
飲
め
る
水
だ
が
、「
飲
み
水
は
買

う
も
の
」
と
い
う
認
識
も
増
え
て
い
る
の
も
確
か
。
し
か
し
、
水
は
差

別
化
が
難
し
い
商
材
の
ひ
と
つ
。
こ
こ
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
に

関
す
る
デ
ー
タ
に
着
目
し
て
み
た
。

震
災
以
後「
水
」の
重
要
性
再
認
識

海
外
製
品
の
影
響
で
市
場
に
混
乱
も

■  講義に登壇した吉原修
講師。多くの現場経験に
基づいた解説が共感を呼
ぶ。

■ 1 日コースの講習会。
AM の座学風景。大阪か
ら駆けつけた参加者も。
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助
会
員
の
経
営
責
任
者

の
方
々
が
ま
ず
様
子
を

ご
覧
に
な
っ
た
形
で

す
。
以
前
に
実
施
さ
れ

て
い
た
講
習
会
は
、
ま

さ
に
現
場
で
活
躍
す
る

最
前
線
の
方
が
多
か
っ

た
で
す
し
、
も
ち
ろ
ん

責
任
者
の
方
の
ご
参
加

も
今
回
同
様
多
か
っ
た

で
す
。

─
─
参
加
者
の
取
り

組
む
姿
勢
の
真
剣
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

吉
原　

私
た
ち
が
担
う

の
は
お
客
様
か
ら
は

見
え
な
い
部
分
で
す

が
、
ま
さ
に
心
臓
部
で

も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

が
当
た
り
前
に
機
能
す

る
か
ど
う
か
は
、
我
々

の
腕
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
少
な
く

と
も
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
方
々
の

思
い
は
常
に
安
全
に
対
し
て
正
面
か

ら
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。

─
─
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
見
え
な
い
部
分

が
、
実
は
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
い
ち

ば
ん
知
り
た
い
と
こ
ろ
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

吉
原　

協
会
は
縁
の
下
の
力
持
ち
と

し
て
、
日
々
サ
ー
バ
ー
を
安
全
に
運

用
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り

安
全
な
ア
イ
テ
ム
に
進
化
さ
せ
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
課
題
と

し
て
捉
え
て
い
る
の
が
、
子
供
の
や

け
ど
を
防
ぐ
た
め
の
「
チ
ャ
イ
ル
ド

ロ
ッ
ク
」機
構
に
つ
い
て
で
す
。
様
々

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
機
構
が
あ
る
中
で
、

ど
の
タ
イ
プ
が
一
番
安
全
な
の
か
を

協
議
し
て
い
ま
す
。
来
春
に
は
こ
の

課
題
も
ひ
と
つ
の
答
え
と
し
て
結
実

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
安
心
、
安
全
を
担
う
現
場
の
方

の
熱
意
を
ユ
ー
ザ
ー
に
届
け
た
い
で

す
ね
。

吉
原　

我
々
は
た
だ
安
全
に
、
冷
た

い
水
と
温
か
い
お
湯
を
当
た
り
前
に

ご
提
供
で
き
る
サ
ー
バ
ー
を
整
備
す

る
だ
け
で
す
。
そ
れ
で
お
客
様
が
満

足
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
十
分
で
す
。

身近な「食・リテラシー」を身につける

─
─
吉
原
さ
ん
は
前
身
の
協
会
か

ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
を
ご
担
当

さ
れ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

吉
原　

業
界
自
体
の
歴
史
が
10
年
ほ

ど
と
ま
だ
若
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す

が
、
前
協
会
で
は
累
計
で
５
０
０
回

を
超
え
る
講
習
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
当
時
は
そ
れ
だ
け
発
展
途
上
の

業
種
で
あ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
が
、

ひ
と
つ
の
形
を
作
り
上
げ
て
い
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
、
安
全
と
安
心
を
守
る

の
だ
と
い
う
強
い
使
命
感
が
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
こ
な
せ
て
来
ら
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
本
日
講
習
会
に
参
加
さ
れ
て
い

る
方
々
は
幹
部
ク
ラ
ス
の
方
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
講
習
は

現
場
の
方
に
も
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

吉
原　

そ
の
通
り
で
す
。
今
回
の
講

習
は
協
会
が
統
合
さ
れ
て
初
め
て
の

回
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
会
員
、
賛

「
縁
の
下
の
力
持
ち
─
─
」
サ
ー
バ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
う

人
々
は
ま
さ
に
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
消
費
者
か

ら
は
見
え
な
い
部
分
─
─
だ
が
実
は
、
本
来
そ
の
部
分
の
責
任
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
る
事
業
者
に
つ
い
て
知
り
た
い
の
が
消

費
者
の
本
音
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
食
と
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
は
、

普
段
目
が
届
か
な
い
部
分
に
注
目
し
た
い
。
サ
ー
バ
ー
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
講
師
の
吉
原
修
氏
に
話
を
う
か
が
っ
た
。（
１
面
か
ら
続
く
）

安心を伝え続けて今日も
メンテナンスの大切さをわかってもらうために

日本宅配水＆サーバー協会　吉原 修 氏

■実技講習では高度な質問が飛び交う中で、永年の経験
が役に立つ。

■部品の解説を丁寧
に行なう。参加者の
多くもプロなので、
講師としてはより高
い知識が要求される。

■疑問に感じたらとことん究
明する。それが安全を守るた
めの秘訣。

　ハウス食品グループ本社（東大阪市・☎
06─6788─1231）から、食物アレルギーの原
因となる「特定原材料７品目（小麦・乳・
卵・ピーナッツ・そば・えび・かに）」を使
用していないカレーとシチューが発売され
る。ともに８月 18 日から。
　同社が、総務省統計局の資料を元に割り
出したデータによると、食物アレルギーで
悩んでいる未就学児は約 35 万人、また小
学生から大人では 135 万人にのぼるという。
同社によれば「同じ食卓で家族みんなで同
じメニューをおいしく食べていただきたい」
という思いで本製品発売の実現に取り組ん
だとのこと。
　原料に制限を受けるなかで、いかに「お
いしさ」を保つことができるかがポイント
となったが、コーンスターチや米粉、野菜

の繊維質などを組み合わせたり、新規原料
を開発して乳を使わずにまろやかさを出す
など、様々な工夫が盛り込まれた。
　製造上の行程で、違った原材料が微量混
入してしまう「コンタミネーション」防止
にも注力し、自社工場に「特定原材料７品
目不使用」製品向け専用ラインを立ち上げ、
特定原材料７品目を混入しない徹底した管
理体制のもとで生産が行なわれるという。

「水の大切さ」を改めて認識するための日と
して、1977年（昭和 52 年）に政府によっ
て設けられた。

「水」に関心の高まる夏の最中「8 月 1 日」
を初日としての1週間が「水の週間」となる。
　国土交通省では毎年この時期にテーマを
据えてポスターを掲示し、水資源の重要性
を国民に呼びかけ
ている。（写真は昨
年度テーマのもの）
全国的に水に関す
る啓発行事などが
各地で行なわれる
ので、興味のある
方は要チェック。

◎8月1日 

『水の日」
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
カ
レ
ー

「
特
定
原
材
料
７
品
目
」不
使
用

ハウス「特定原材料７品目不使用バーモントカレー」＜中辛＞他

［問］ハウス食品グループ本社：http://housefoods.jp/
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日
本
介
護
食
品
協
議
会

（
事
務
局
・
東
京
都
千
代
田
区
）

が
、
６
月
２
日
に
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド（
※
１
）

以
下
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
」
に
つ
い
て

の
生
産
量
な
ど
を
発
表
し
た
。

２
０
１
３
年
の
「
Ｕ
Ｄ
Ｆ
」
の

生
産
量
は
１
万
１
６
８
６
ト

ン
に
の
ぼ
り
、
生
産
金
額
は

１
３
４
億
８
１
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

　
「
Ｕ
Ｄ
Ｆ
」
の
製
品
は

１
２
０
０
製
品
と
な
り
、
前

年
度
か
ら
１
７
１
品
目
の
増

加
と
な
っ
た
。
生
産
量
も

前
年
度
か
ら
１
２
６
・
５
％

増
加
の
１
万
１
６
８
６

ト
ン
、
生
産
金
額
は

１
２
４
・
５
％
増
加
の

１
３
４
億
８
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

 

「
Ｕ
Ｄ
Ｆ
」
増
加
の
要
因
と

し
て
、
介
護
食
品
分
野
へ
関

心
を
寄
せ
る
企
業
が
増
え
て

お
り
、
同
協
会
の
会
員
数
が

６
月
１
日
現
在
で
過
去
最
高

の
60
社
と
な
っ
て
い
る
こ
と

　

６
月
17
日
、「
介
護
食
品

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会

議
・
認
知
度
向
上
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
の
第

３
回
目
会
合
が
実
施
さ
れ

た
。
議
事
で
は
「
新
し
い
介

護
食
品
」
の
区
分 

・
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、「
新
し

い
介
護
食
品
」
の
名
称
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
販
路
と
し

て
は
施
設
・
病
院
給
食
等
の

業
務
用
が
１
２
９
・
９
％
の

増
加
、
通
信
販
売
な
ど
の
市

販
用
が
１
３
０
・
７
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
は
５
月

に
介
護
食
品
の
認
知
度
調
査

も
実
施
。
一
般
消
費
者
に
対

し
、
介
護
食
品
に
つ
い
て
訊

ね
た
と
こ
ろ
、「
知
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
の
が
43
・

の
愛
称
公
募
に
つ
い
て
を
中

心
に
、意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

農
林
水
産
省
で
は
昨
年
２

月
よ
り
、
①
介
護
食
品
の
定

義
の
明
確
化
、
②
高
齢
者
の

栄
養
に
関
す
る
理
解
の
促

進
、
③
介
護
食
品
の
提
供
方

法
、
④
介
護
食
品
の
普
及
、

⑤
介
護
食
品
の
利
用
に
向
け

０
％
と
前
回
の
34
・
２
％
か

ら
８
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

た
。「
Ｕ
Ｄ
Ｆ
」
に
関
し
て
は

「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た

人
が
９
・７
％
と
前
回
の
６
・

８
％
か
ら
は
増
加
し
て
い
る

が
、
認
知
度
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
※
１
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
フ
ー
ド
と
は
、
同
協
会

が
定
め
る
自
主
基
準
を
満
た

し
た
製
品
。

た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
、
以
上
５
つ
の
テ
ー
マ
を

掲
げ
て
論
点
を
整
理
。「
介

護
食
品
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
議
」
を
設
置
し
た
。

　

同
検
討
会
は
学
識
経
験

者
、
医
療
関
係
者
、
栄
養
士
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
食
品
製

造
事
業
者
な
ど
の
有
識
者
で

構
成
さ
れ
る
。

　

同
日
の
論
議
で
は
特
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
必
要
な

介
護
食
品
を
選
ぶ
た
め
の
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
内
容
に
つ
い

て
、
闊
達
な
意
見
交
換
が

あ
っ
た
。
最
初
に
示
さ
れ

た
案
で
は
「
食
べ
る
こ
と
に

関
す
る
悩
み
は
？
」
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、「
噛
む
こ
と
、

飲
み
込
む
こ
と
に
つ
い
て
医

師
等
の
指
導
・
指
示
を
受
け

て
い
る
」
と
い
っ
た
設
問
に

対
し
て「
は
い
」と「
い
い
え
」

で
答
え
て
進
ん
で
い
き
、
最

終
的
に
回
答
者
に
必
要
な
介

護
食
品
の
区

分
が
判
明
す

る
と
い
う
も

の
。
提
示
さ

れ
た
案
で
は

「
噛
め
る
か
、

飲
み
込
め
る

か
」
な
ど
に

判
別
の
テ
ー

マ
が
偏
り
が

ち
な
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ

れ
た
。
ま
た
、

７
つ
に
分
け

ら
れ
た
介
護
食
品
の
区
分
を

７
色
で
表
示
す
る
と
い
う
案

に
、
利
用
者
が
迷
う
要
因
に

も
な
る
と
の
意
見
も
あ
り
、

検
討
課
題
と
な
っ
た
。

　

今
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る

介
護
食
品
の
新
し
い
名
称
に

つ
い
て
の
一
般
公
募
に
向
け

て
、
急
ピ
ッ
チ
な
進
行
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

介
護
食
品
の
認
知
度
向
上

生
産
金
額
・
生
産
量
２
桁
成
長

介
護
食
品
の
新
し
い
あ
り
方

有
識
者
間
で
調
整
進
む

日
本
介
護
食
品
協
議
会

介
護
食
品
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議

＊『介護食品』をめぐる動き＊

■介護食品の新名称も公募される予定。

超
高
齢
社
会
で
介
護
食
品
市
場

に
注
が
れ
る
熱
視
線

　来年 6 月をめどに施行される「食品表示
法」についての「食品表示基準（案）につ
いての意見募集」が 7 月 7 日より始まった。
　昨年秋口より重ねられてきた食品表示部
会を中心とする、生鮮食品、加工食品、また、
栄養表示に関する件などが各テーマ別に設
けられた調査会によって議論が重ねられて、
ついにその試案が作成されたという流れ。
　食品衛生法、JAS 法、健康増進法など複
数の法律にまたがっていた食品表示を一元
化するわけなので当然容易ではないが、「ま
ずは消費者目線で──」という大原則に基
づいて各調査会でも話し合われてきた。そ
の結果として、業者負担が明らかに増える
ことも予想される。特に、懸案事項であっ
た「製造所固有記号」の行方などがどうな
るのか注目されるところ。
　基本原則が消費者保護となっている以上、
私たち消費者の意見をより多く寄せていき
たい。特に小紙「食と生活ジャーナル」読
者諸氏には積極的な意見投稿を行ない、責
任ある法律作りに参加していただきたい。

　以前、本紙でも
お伝えした「海の
エ コ ラ ベ ル 」 ＝
MSC 認証は、「持
続 可 能 な 漁 業 に

よって獲られた水産物」に貼付されるものだっ
たが、その「養殖版」とも呼べる「ASC 認証」
をご存知だろうか。
　ASC(Aquaculture Stewardship Council: 水産物
養殖管理協議会 ) とは、 環境に大きな負担を
かけずに、地域社会や人権にも配慮しながら

「責任ある養殖水産物」の普及を通じ、養殖産
業を持続可能なものに変革することを目的と
した「ASC 認証制度」を管理している団体。
WWF(世界自然保護基金) と IDH(オランダの
持続可能な貿易を推進する団体)の支援のもと、
2010年に設立された。
　まだあまり日本では認知されていないが、こ
の先進的な取り組みはヨーロッパを中心に支持
の輪が拡大している。
　先頃、総合スーパーの「イオン」では、この「ASC
認証」商品をラインナップに追加した。新商品
は「パンガシウス」（ナマズの一種の白身魚）で、
今年2月に発売された「アトランティックサー
モン」に次いで2魚種目になるとのこと。

食
品
表
示
法
・
食
品
表
示
基
準

責
任
あ
る
養
殖
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
水
産
物

消
費
者
庁

イ
オ
ン

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
開
始

「
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
」取
得
商
品
を
追
加

ASC認証ラベル
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個
食
に
対
応
「
お
ひ
と
り
様
鍋
つ
ゆ
」

「寄せ鍋つゆカレンダー」

【本社】愛媛県伊予市【価格】160 円（税別）
【発売日】8 月 25 日    【問】0120−552−226

ヤ
マ
キ

w
w
w
.yam

aki.co.jp

「鍋」といえば、大勢で囲むもの──そん
なイメージが定番だが、こちらは「1 人
前からでも楽しめる」というコンセプト
で登場した「個食対応」の鍋つゆ。
　少人数世帯化の現在、1 人で食事を済
ませるスタイル、いわゆる「個食」に対
応した。1 人前×3 袋という形態なので、
1 人前でも、夫婦 2 人でも、3 人家族でも、
ケースに応じて
使い分けること
ができる。

「寄せ鍋つゆカ
レンダー」は枕
崎産かつお節と
道南産真昆布の
合わせだしを使
用した醤油味。

●新商品ウオッチング●
 〜充実的食生活に真剣なアイテムを探せ！〜

●食と生活ブックコレクション●
 〜食のリテラシーを高める書籍・ピックアップ〜

東大教授が考えた おいしい！海藻レシピ73
主食から副菜、おやつまで

［東京大学教授］

［株式会社髙木屋 代表取締役］
共著

小柳津広志

髙木義夫

【成山堂書店】本体1,350円＋税

「ちょっとしたアレンジでここま
で変わる！？ 定番を超えたおいし
い料理がいっぱい ──」とする

本書は、東大教授が本気で開発した海藻レ
シピの決定版。
　カルシウム不足の日本人のために「海藻」
という食材に着目した小

お や い づ ひ ろ し

柳津広志先生が、
科学の知識という「かくし味」を織り交ぜ
ながらのレシピを披露。
　一見地味な食材である「海藻」が、カラダ
に嬉しい「ごちそう」に生まれかわるレシ
ピもさることがながら、巻末に添えられた

「小柳津教授の講義ノート」では、「美味し
さの科学」など、わかりやすく科学と料理
の融合が解説されていて読みごたえがある。

　

昆
布
は
菜
食
を
し
て
い
る
と
毎

日
使
う
食
材
の
ひ
と
つ
。
煮
物
や

お
味
噌
汁
、
ご
は
ん
を
炊
く
時
に

は
昆
布
と
梅
干
し
を
入
れ
ま
す
。

使
っ
た
後
の
昆
布
は
冷
凍
し
て
、

あ
る
程
度
た
ま
っ
た
ら
佃
煮
に
し

て
お
に
ぎ
り
の
具
に
し
ま
す
。
い

わ
ば
昆
布
の
リ
サ
イ
ク
ル
。

　

そ
れ
で
も
使
う
の
が
追
い
つ
か

な
く
な
る
と
、
コ
ブ
カ
ツ
に
し
て

食
べ
切
り
ま
す
。
ご
は
ん
に
炊
き

込
ん
だ
だ
け
の
昆
布
や
固
い
昆
布

は
、
お
醤
油
で
柔
ら
か
く
煮
て
お

き
ま
す
。
そ
れ
を
重
ね
て
フ
ラ
イ

に
す
れ
ば
、
食
べ
て
び
っ
く
り
！

肉
で
は
な
い
け
れ
ど
満
足
感
の
あ

る
カ
ツ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
カ
ツ
は
、
フ
ラ
イ
を
作
る

時
、
卵
は
使
わ
ず
に
小
麦
粉
と
水

で
作
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

肉
だ
と
思
っ
て
喜
ん
で
、
食
べ

て
が
っ
か
り
す
る
人
。
中
身
が
昆

布
だ
と
分
か
っ
て
意
外
性
に
感
心

す
る
人
。
す
っ
か
り
気
に
入
っ
て
、

だ
し
昆
布
が
た
ま
る
ま
で
待
て
な

い
か
ら
と
新
し
い
昆
布
を
煮
て
カ

ツ
を
作
る
人
。
私
の
経
験
上
、
食

べ
た
人
の
反
応
は
こ
の
３
種
類
く

ら
い
に
分
か
れ
ま
す
。「
こ
の
人
は

ど
う
い
う
反
応
か
な
？
」
と
予
想

す
る
の
が
ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
。

　

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語

で
「
王
様
の
野
菜
」
と
い
う
意
味
。

ど
ん
な
薬
で
も
治
ら
な
い
重
病
の

王
様
が
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
ス
ー
プ
で

治
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
今
も
モ
ロ

ヘ
イ
ヤ
の
ス
ー
プ
は
庶
民
の
味
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
と
か
。

　

夏
の
盛
り
の
畑
で
は
、
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
ど

ん
ど
ん
生
育
し
ま
す
。
な
ん
と
生

命
力
旺
盛
な
こ
と
か
！　

モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
の
生
姜
漬
け
は
、
火
を
使
わ

ず
に
簡
単
に
で
き
て
楽
ち
ん
。

　

作
っ
て
す
ぐ
で
も
お
い
し
い
け

れ
ど
、
少
し
置
い
て
と
ろ
み
が
出

た
も
の
を
熱
々
ご
は
ん
に
か
け
る

と
、
食
欲
の
無
い
時
で
も
お
か
わ

り
し
た
く
な
る
ほ
ど
。
冷
蔵
庫
に

保
存
し
て
一
週
間
以
内
に
食
べ
切

り
ま
し
ょ
う
。

か
く
し
味
に「
科
学
」を 

─
─

東
大
教
授
の
海
藻
レ
シ
ピ
集

2014 年6 月28 日初版発行

[ 作り方 ]
❶昆布 10 枚は重ねて、両端をよ
うじなどで留めておく。❷「❶」
の両面に茶こしで小麦粉を薄くふ
る（分量外）❸ボールに小麦粉と
水を混ぜて、「❷」の昆布にまんべ
んなく付ける。❹フライの要領で

「❸」にパン粉を付けて、熱した油
で色よく揚げる。❺ようじを外し、
好みで醤油やソース，マスタード
を付けていただく。

[ 作り方 ]
❶モロヘイヤは洗って、茎から葉っ
ぱをはずし、水を切っておく。❷生
姜は薄く切って千切りにし、これに
醤油と粒マスタードを混ぜる。❸容
器にモロヘイヤの葉を重ねて入れて
いく。葉と葉の間にはそれぞれ「❷」
をはさむ。ときどき上下を返して２
日程度おけば味も染みて、とろみも
出てくる。皿に盛る時は針生姜を飾る。生姜がお好きなら、多めに使うと
おいしさアップします。

だしを取った後の昆布　
小麦粉
水
パン粉
油

[ 材料 ]  1人分
10枚（15㎝×10㎝くらい）
大さじ３
大さじ４
適宜
適宜

〜昆布カツ〜

～
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の生

姜
醤
油
風
味
～

こんにちは。望月美幸です。私は肉や乳製品など動物性の食材や砂糖
を使わずに、できるだけ土地の野菜や果物を使ったオリジナルの料理
を作っています。あまり難しく考えず、楽しさや面白いことを見つ
ける方が好きです。『作ってかんたん、見てうつくしく、食べて感動』
を心掛けています。
意外と知られていませんが、昆布の旬は夏です。７月は、夏バテ予防
におすすめのモロヘイヤのレシピとあわせてお届けします。7月のレシピ

vol.03

神奈川県生まれ。山梨県韮崎市在住。娘のアトピー治療法を調べるうち
に自然療法に出会い、天然酵母パンを学ぶ。1997 年に山梨県明野町に
てパン屋『アリコヴェール』を開業。国産小麦と天然酵母を使ったバラ
エティ豊かなパンは、遠方からも人々が訪れるほど人気。2007年に出家。
2012 年 4 月、僧侶としての修行のため休業。現在は、僧侶の活動のか
たわらチャリティパン屋を定期的に開催。ビーガンを取り入れた新しい
精進料理を目指している。

望月美幸（もちづきみこう）

写真：中村節子／スタイリング：須藤訓行、山崎めぐみ／構成：則竹知子

[ 材料 ] 2人分
モロヘイヤ
生姜
粒マスタード
醤油
水

１袋
１かけ
小さじ１
30 ㏄
20 ㏄


